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はじめに
　本論は、夏王朝（1）の創始者で、「治水の神」とも称される禹王にまつわる故
事に基づく、日本各地の史跡、または日中の歴史教科書など、様々な歴史的
資料から、「禹王」という日中両国が共有する文化財や教養を「再発見」する
ことを目的とする。また、禹王という事例を通して、「日中再学習」が求めら
れる今日において、古の漢字文化圏に属する日中両国が共有しなければなら
ない課題や責任といったものについても考察する。
1. 中国における禹王
　禹王（名は、文命、大禹、夏禹、戒禹ともいう。姓は姒）は、堯・舜と並び
称される古代中国の帝で、中国最古の王朝である夏王朝の創始者として知られ
ており、時期的には紀元前 2070 年頃に活躍したのではないかといわれている。
夏王朝創始後、氏を夏后とした。父は鯀（こん）であり、鯀の父は五帝の一
人である帝顓頊である。従って、禹は帝顓頊の孫にあたる。また、帝顓頊は
同じく五帝の一人の黄帝の孫であるので、禹は黄帝の玄孫にあたる。塗山氏
の女を娶り、啓という皇子をなした。禹は人徳を持ち、卓越した政治能力を持っ
ていたが、それでいて自らを誇ることはなかったという。人々に尊敬される
人物であった。
　夏王朝は、かつては伝説の王朝といわれてきたが、近年では、考古学的な発
掘により、現代中国の歴史学や考古学の研究者達の間では、実在したものとみ
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なされている（2）。禹王の業績としては、先帝・舜（3）の命を受けて、父・鯀（4）の
跡を継ぎ、成功させた黄河の治水事業がよく知られており、「黄河を制する者
は天下を制する」との俚諺がある中国において、中国社会を「原始社会」から「封
建制」へと転換させた歴史の牽引者として位置づけられている。
　中国の思想史上においても、禹王は重要な存在であり、儒学の伝統を中心に、
禹王は多くの古典で言及されている。禹王に関する故事・記述の代表的なも
のをいくつかみていくと、例えば、孔子は、『論語』泰伯第八の中で、「巍巍乎、
舜禹之有天下也、而不與焉」（堂々たるものである、舜や禹が天下を治められ
たありさまは。それでいて〔すべてを賢明な人々にまかされて〕自分では手
をくだされなかった）、「禹吾無間然矣、菲飮食、而致孝乎鬼神、惡衣服、而致
美乎黻冕、卑宮室、而盡力乎溝洫、禹吾無間然矣」（禹はわたしには非のうち
どころがない。飲食をきりつめて神々に〔お供え物を立派にして〕まごころを
つくし、衣服を質素にして祭りの黻や冕を十分立派にし、住まいは粗末にして
灌漑の水路のために力をつくされた。禹はわたしには非のうちどころがない）（5）
と、理想の王として禹王を絶賛する。一方、孟子は『離婁章句下』三十の中で、
「禹思天下有溺者、由己溺之禹王」（そもそも禹は職務柄、もし天下に一人で
も溺れる者があれば、自分が溺らせたかのように責任を感じ）（6）と、禹王を
伝統的な価値規範に見合う仁徳者とし、また、『勝文公』章句上の中では、「禹
八年於外、三過其門而不入」（禹はわが家を外に〔東奔西走、治水に苦心〕す
ることおよそ八年、そのあいだに三たびほど門の前を通ったが、いつも忙し
くて立ち寄ることすらできなかったということである）（7）と、理想的な統治
者として「修身斉家治天下」のモデルであるともしている。
　このような儒学の伝統における禹王への尊敬もあり、今日においても、聖人、
仁徳者で、かつ「黄河を制した」「治水の神」である禹王への信仰は中国全土
に根付いている。中国各地には、禹王の功績を顕彰するための禹王廟や禹王
像が多数存在しており、中国本土に 300 か所以上、台湾に 20 か所以上あると
いわれている。特に、禹王終焉の地とされる浙江省紹興市の禹王廟・陵墓は
有名であり、2007 年には、新たに、湖南省で、中国最古の石刻で、珍しい篆
書文で 9 行 77 文字が刻まれている禹王碑の原碑が再発見され、現在調査が進
められている（8）。
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　さて、中国湖南省の南岳衡山で発見された禹王碑が 2012 年 7 月に、専門家
の鑑定を経て、夏を開いた禹王の石碑と認定されていた。黄帝陵、炎帝陵と
もに中華民族文物の三大瑰宝と称されている。実はこの石碑は、80 年～ 90 年
代の初めに、湖南省南岳衡山県福田鋪郷雲峰村の農民が見つけ、農家の壁の
一部に利用した経緯があった。
　史料の記載によれば禹王碑は峋嶁（ごうろう）碑あるいは大禹功徳碑と呼ば
れ、湖南省南岳衡山峋嶁（ごうろう）峰に建てられた。この碑は中国最古の石
刻で、珍しい篆書文、9 行 77 文字が刻まれている。字体はオタマジャクシが
曲がったような形をしており、甲骨、鍾鼎、籀文の書体とも違う。明代の学者・
楊慎と沈鎰らは碑文を読み解き、大禹治水の功績を讃えているものとした。
　南宋嘉定 5（1212）年に何致が南岳を訪れた際、碑の全文を写し、長沙岳麓
山雲麓峰に復刻した。また明代の長沙太守・藩鎰はこの碑を世に知らしめる
ため、各地に復刻碑を置いたという。雲南の大理、四川の北川、江蘇の南京
の栖霞山、河南の禹州、陝西の西安、浙江の紹興、湖北の武漢などにいずれ
も石碑が残ってあるという。
2. 日本における禹王
　このような禹王への尊敬と信仰は中国だけでなく、中国文明から漢字を学
び、千年以上にわたって漢籍の輸入に努め、その学習を積重ねてきた日本に
おいても存在しており、注目すべき点としては、それがいわゆる著名な「儒者」
達だけでなく、より民間に近いレベルにまで広がっていた可能性があること
である。その証左として、中国と同じく、日本各地に発見されている禹王に
関する遺跡をあげることができる。日本でこのような広がりを持った一因と
しては、遡れば、禹王は「可謂名高文命」（その名は文命〔＝禹王〕よりも高く）
と、『古事記』の序文（9）にもその名が記されており、非常に古くから日本にそ
の名が伝わっていたことも忘れてはならないだろう。
　現在までに確認されている禹王の名前を関している碑は日本全土で約 22 か
所にのぼり、それ以外にも禹王の名前が入った地名や碑文内に禹王の名前が
記されているものが 30 か所近く見つかっているという。それらの多くが河川
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沿いに位置しており、郷土を水害から守ってくれる守り神、「治水の神」とし
ての禹王への信仰が日本にも広まっていたことがよくわかる。
　文献上で確認できるものとして、最も古いものは、京都の鴨川の四条南に
あった「禹廟」（1228 年）であるが、残念ながらこちらは現存していない。現
存するものの中で、明確に禹王の名前が記されている遺跡として最も古いもの
が、1638 年建立の香川県高松市栗林公園内の「大禹謨」で、香東川周辺に位
置している。他には、神奈川県開成町の「文命西堤の文命宮と文命碑」（1726 年、
酒匂川水系）、大分県臼杵市の「禹稷合祀の碑」（1740 年、臼杵川水系）、群馬
県利根郡片品村の「大禹皇帝碑」（1874 年、利根川水系）、大阪府大阪市の「夏
大禹聖王碑」（1919 年、淀川水系）、広島県広島市の「大禹謨」（1972 年、太田
川水系）などがあり、時期的には、今はなき鴨川の「禹廟」を始点として考
えるならば、鎌倉時代から今日まで約 750 年の長きにわたって、日本各地で建
立されつづけていたことになる。改めて、日本における禹王への信仰の広が
りを認識させられる（10）。
　現在、大学の研究者、市民グループ、郷土史家などが中心となり、禹王に関
する遺跡や史跡の調査及び発掘が進みつつあり、近年のものとしては、「足柄
の歴史再発見クラブ」という郷土史家の調査グループが、横須賀、新潟、沖縄、
愛媛などで新たに発見したとの報道がなされた（11）。
3. 禹王の碑と「九尾狐」
　加えて、日本のいくつかの遺跡においては、非常に興味深い点がある。それ
は、禹王の遺跡に隣接する場所に、「狐」に関する遺跡等が存在していること
である。なぜ、この点が興味深いのかというと、実は禹王の妻・塗山氏の娘は「九
尾狐」の一族であるとされているからである。
　禹王の妻である塗山氏の娘は、中国最初の「ラブソング」ともいわれてい
る。その歌は『呂氏春秋』音初篇にある「候人兮猗」（「人を候（ま）つかな」）
である。夫である禹王の遠征時に歌ったとされている。また、よく知られて
いるが、彼女の一族・塗山氏は九尾狐の一族であるといわれているのである。
禹が洪水を治めるために軒轅の山で治水工事を行った際、禹は熊の姿に変身
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して工事にあたったという。禹は彼女に変身した姿を見せないために、「食事
が欲しくなったら太鼓を打つから、それを聞いたら食事をもってくるように。
それ以外は絶対に自分のところへ来てはならない」といいつけておいた。
　ところがある時、禹は工事中に誤って石を跳ばし、それが太鼓にあたって
音を立てた。その音を聞いた禹の妻は食事を運んできて、熊の姿をした禹を
見てしまった。見てはいけない姿を見てしまった塗山氏の娘は、そのことを
恥じて崇高山の麓へ去り、そこで石に変わってしまった。このとき塗山氏の
娘は懐妊していたため、禹が追いかけてきて、「わが子を返せ！」と叫んだと
ころ、妻が変わった石が崩れて男の子が産まれた。この男の子が、のちに夏
王朝の二代目君主となる啓である。「啓」という漢字の意味には「開ける」「開
く」が含まれ、開かれた石から生まれた子を意味する。
　ちなみに禹の父・鯀も、羽山で誅殺された時に「黄色い熊に姿を変えて、羽
山の麓の泉の中に没した」という伝説が伝わっている。
　九尾狐は九つの尻尾をもち多産など生命力の象徴ともいわれ、近世日本では
歌舞伎や人形浄瑠璃の題材としてしばしば取り上げられ、葛飾北斎『三国妖狐
伝　第一班足王御殿の段』などでも有名であるが、遡れば、室町時代において、
謡曲『殺生石』、『玉藻の草子』（玉藻前）、『下学集』（1444 年）などでも知ら
れており、それ以後、様々な物語において登場するようになったようである。
　諸伝によると、奈良時代、遣唐使・吉備真備（695 － 775）が日本へ帰る船
に、乗り込んでいた 16、7 歳の司馬元修の娘・「若藻」という名前の美少女一
人が、実は「九尾狐」であり、この時に日本に上陸したとされている。それか
ら約 300 年後に、「藻」という少女が鳥羽上皇の宮中に現れ仕えるようになった。
皇后に皇子が誕生し、そのための祝宴の夜、突風により、灯火をことごとく
消えるという出来事があった。その時、「藻」は体から不思議な光を発し、周
囲を明るく照らしたことがあり、鳥羽上皇はこれをいたく気に入り、「藻」の
名の上に「玉」の一字を賜り、それから「藻」は「玉藻前」と名乗るようになっ
たといわれている。
　なお、「玉藻」の元々の出典は『礼記』の「玉藻編」だと思われる。そこには、
天子が狐白袋を着用する規定として、「天子は玉藻、十有二疏、前後、延を邃
くす」「君、狐白袋を衣るには、綿衣を以…」などと記されている。その後、「玉
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藻前」は上皇の病気を占った陰陽師・安部晴明に「九尾狐」の姿をさらされ、
天空に消えて行ったという（12）。
　先述の高松市にある「大禹謨」から約 2 キロメートルと非常に近い場所には、
そのような「九尾狐」＝「玉藻」にちなんだと思われる「玉藻城」が位置し
ており、また、広島市にある「大禹謨」とそれに隣接する「狐岩」も同様の
例であると考えられる。広島市内の同地周辺には、それだけではなく、年老
いた女狐の伝説がある。これは白居易（774 － 846）の美人の容色に惑わされ
ることを戒めた「古塚狐戒艶色也」という詩に見られる。古塚の狐、妖にし
て且つ老いたり、化して婦人と偽って顔色よし。頭は雲鬟に変じ面は粧に変ず、
大尾曳いて長紅裳と作る――が連想され、これらの史跡郡建立の背後に中国
の古典への深い教養をもった人物がいたことが想定されるのである。
　さらに、栃木県に隣接する群馬県片品村の「大禹皇帝碑」は、その周辺に「玉
藻前」が逃げ込んだとされる「玉藻稲荷神社」（栃木県黒羽町）や、「玉藻前」
が九尾狐の正体をあらわし、数万の軍勢によって殺害されとの逸話がある「殺
生石」（栃木県那須町）などがあり、これらの事実は禹王と九尾狐の関係性を
知るものにとっては、様々な想像力を掻き立てられるものである。余談では
あるが、九尾狐のイラストが入った「九尾すし」「九尾釜めし」という弁当が、
かつて栃木県内の「フタバ食品」という食品会社によって、名物駅弁として
販売されていたこともあり（ただし、2005 年頃に販売を停止）、栃木県内では、
九尾狐は一般的に親しまれているキャラクターとなっている。
4. 禹王がつなぐ日本と中国
　これまでは中国と日本における禹王信仰を具体例に基づいて検証してきた
が、以下に禹王を媒介として、日本と中国をつなぐ様々な文化的な共有性を
いくつかの観点からみていこうと思う。
　歴史的観点からは、一般的に最もわかりやすいものとして、現在の年号で
ある「平成」をあげることができるであろう。「平成」という言葉は、出典が
二つあるといわれており、いずれも中国の古典によるのである。一つ目は『史
記』の「五帝本紀」で、もう一つが『書経』の「大禹謨」なのである（13）。後
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者における「平成」の語源であるといわれている「地平天成（地平かに天成る）」
という言葉は、元々は禹王にゆかりのある言葉で、禹王の治水によって、地
上は穏やかに、天下は安らかな時代が到来したことを意味する。なお、これ
に関連するエピソードとしては、日中国交正常化20周年を迎えた1992年10月、
訪中された天皇陛下ご夫妻が西安・西歴史博物館と西門城楼を見学し、10 月
26 日午前 11 時頃に、「開成石経」（『周易』他、12 種の経典を含めて石 114 個、
文字 65 万字にて刻まれた「政界最大、最重の書物」）を所蔵する碑林博物館に
到着し、そこで平成の年号の出処を見つけられたことが伝えられている。
　政治的モデルという観点からは、例えば、京都御所の「御常御殿」中段の間
には、幕末から明治初期に活躍した狩野派の系譜に属する日本画家鶴沢探真
（1834 － 1893）の筆による、禹王が国を乱すとして酒を禁止したという故事を
題材にした「大禹戒酒防微図」という襖絵があり、このことからも当時の京都
の朝廷内においても、禹王及びその事績が政治上の理想的な統治者のモデルと
されていたことがわかる。付言すると、もしかすると、この絵は先述した京都・
鴨川の失われた「禹廟」からインスピレーションを得て書かれたものかもし
れない。
　教養・教育の観点では、特に日中両国の歴史教科書をあげることができるだ
ろう。中国の教科書では、禹王はもちろん取り上げられており、例えば、人民
教育出版社から発行されている歴史教科書では、その治水の業績や中国史上
における位置づけなどが紹介されているし、国語の教科書にも、禹王の治水
を中心とした業績を紹介する文章や『史記』の禹王の部分が掲載されている（例
えば、江蘇教育出版社版）。日本においても、例えば、山川出版社の『世界史』
には、簡単ではあるが、禹王の治水の功が触れられており、国語の教科書（例
えば、高校『古典　漢文編』や大修館『古典講読』など）でも「鼓腹撃壌」な
どの故事の注釈内で禹王が紹介されている。また「文命西堤の文命宮と文命碑」
（神奈川県）の近くにある神奈川県開成町の小学校では、先に述べた郷土史家
の調査グループ「足柄の歴史再発見クラブ」が作成した町の歴史を紹介する
冊子が副教材として使用されているが、そこには禹王の記念碑ともに禹王の
治績が記されているのである。これらの事例からわかるように、禹王は各領
域において、日中両国が共有する文化財、教養の一環となっているのである。
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5. 日中が共有する課題と責任
　以上、禹王にまつわる日中両国が共有する「文化面の財産」について、検
証してきた。これまでの事例から、次のような日中両国が共有する課題と責
任が導き出せると思われる。
①漢字・漢文という共有の「文化財」への再発見
日中が共有する漢字・漢文という「文化財」は英語文化財と並ぶ両輪で
あることが再発見され、漢字文化圏が生み出した優れた数多の文化財が
再度、発見されなければならない。
②漢字を使って西洋の宝庫の鍵をあけた日本の知恵「和魂漢才」、「和魂洋才」
の方法論
「和魂漢才」、「和魂洋才」という日本の方法論は、中国にとっては「参照枠」
としての機能をしなければならないであろう。
③漢字文化圏の公共教養、公共意識、公共倫理、公共幸福感をともに構築し
ていくこと
漢字文化圏に属する日中両国は、長い交流の歴史の中で、公共的な諸観念
の共有してきた。今後はそれに基づいて新たな公共教養、公共意識、公
共倫理、公共幸福感を再構築していかなければならない。
④共通の幸福のための教訓と知恵
白村江の戦い（663 年）が行なわれたにもかかわらず、遣唐使（630 ～ 894 年）
が存続したように、日中関係になんらかの問題があった時期においても、
禹王に関する史跡が作られていたことは、注目に値する（本論文「おわ
りに」の「禹王サミット」も参照されたい）。
⑤重層的文化圏の検証
日本と中国は古の漢字文化圏に属したが、その中でさらに小さな文化圏
が数多く存在した。それぞれを細分化しながら、検証する必要がある。
本論文では、「禹王文化圏」とでも呼ぶべき文化圏の一端を上げたものの、
その他に「九尾狐文化圏」や、「石碑文化圏」、「拓本文化圏」、「書道文化圏」、
「書画文化圏」等々、多様に重なっている。個々の小文化圏についても検
証を加えなければならないと思える。
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おわりに
　最後に、フランスの中国学者レオン・ヴァンデルメールシュの次のような
文章を引用したい（14）。
　日本は、漢字文化圏の筆頭を成す発展国として、日本独自の使命を自
覚したならば、かつて唐王朝が古典文化の伝播に果たした輝かしい先例
に優るとも劣らない光輝とともに、世界文化再生の先駆者としての役割
を、遠からず果たすことができそうである。そのために日本に必要とさ
れるのは、一種の受け入れ精神を拡大することだけであろう……病的な
内向性が災い……漢字文化諸国に存在している分断的諸要因は、今や衰
微の段階に入ったばかりでなく、むしろ逆の方向へと、強力な統一要因
が動いている。それは、経済的発展と文化的均質性の相乗作用（synergie）
である。
　ここで、ヴァンデルメールシュがいうように、日本が「病的な内向性」を克
服し、「一種の受け入れ精神を拡大すること」が、内外に求められていると思
われる。他方、本論文で禹王を事例としてみてきたものは、日本の「受け入れ
精神」の先行事例として積極的モデルケースだったとも考えられる。それは単
なる過去なのではなく、今日においても沖縄から北海道まで多くの人々によっ
て引き継がれているのである。2012 年 10 月、日中の領土問題（漁船事件）で
日中交流イベントの殆どが中止されているなかで、本論文でも触れた群馬県片
品村で開催され、盛況のうちに終わった「第二回全国禹王まつり　禹王サミッ
ト in 尾瀬かたしな」がそれである。
　2010 年 11 月 27、28 の両日、第一回「禹王サミット」が神奈川県開成町で
開かれた。全国の 10 河川 18 カ所に石碑など禹王ゆかりの史跡があり、それぞ
れの歴史や伝承を学び、まちおこしや日中文化交流につなげていくのが目的
である（15）。
　2012 年 10 月 20 日、21 日、「禹王サミット in 尾瀬かたしな実行委員会」と
財団法人自治総合センターによる、「禹王サミット in 尾瀬かたしな」と題した
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第二回禹王まつりは群馬県の片品村文化センターで開催された。片品村の禹王
の碑は、中国の原碑に酷似した大変珍しい貴重なもので、サミットを通して
歴史・文化について学び、それが主に「日中文化交流」に繋げるのが目的であっ
た。500 人以上の参加者が全国から集まり、サミットのために書かれた論文も
第一回禹王まつりに比べて多く、調査の進展による内容の充実も見て取れた。
また、幸いにも行政からも支援が受けられ、『朝日新聞』（群馬県版）、『中部新聞』
などで大きく報道されるなど、日中交流史上においても特筆すべきイベント
となっていた。今後とも「禹王文化圏」の更なる展開と、それが生み出す日
中の人的・文化的交流と相互の「再理解と再学習、再発展」が期待される。
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片品村の「禹王の碑」は中国の原碑に酷似した篆書体で書かれた極めて珍しいものであ
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　　　承帝曰咨　冀輔佐卿　州諸與登　鳥獣之門　参身洪流　而明発爾興　久旅忘家
　　　宿嶽麓庭　知營形折　心罔弗辰　往求平定　華岳泰衡　宗疏事裒　勞余神禋
　　　鬱塞昏徒　南瀆衍亨　衣制食備　萬国其寧　竄舞氷奔
（帝より承け咨りて曰く　冀の佐卿に輔され　諸州に與して登る　鳥獣之門　身
を洪流に参し　而明発爾興き　旅すること久し家を忘れ　嶽麓の庭に宿し　知を
營し形を折り  心罔辰は弗ず　平定して往を求め　華と泰衡岳にいたる　宗疏を
裒る事に　勞の余り神禋す　鬱塞して徒に昏し　南瀆衍て亨る　食を備え衣を制
えて　萬国其れ寧ず　竄舞のごとく氷に奔し）
＊本論は 2012 年 10 月 20、21 日、群馬県片品村で開催された「第二回全国禹王まつり
禹王サミット in 尾瀬かたしな」（「おわりに」参照）における筆者の講演を活字化し
たものである。活字化に伴い、構成の変更等の若干の修正を行なったが、論旨の変更
はない。
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<ABSTRACT>
Cultural Basement Shared with Japan and China:
Focusing on Memorial Customs of Dayu
WANG Min
Dayu is the emperor of China’s earliest dynasty, the Xia Dynasty. This 
paper explains the cultural background of how Dayu was introduced to Japan, 
and the history of how he became the God of water control in Japan. The 
famous painting of Dayu in which he is exhorting people on quitting alcohol, 
has been a masterpiece of the Imperial palace in Kyoto. This fact is highlighted 
in this paper as the author examines and compares the key characteristics of 
that period of the history of Japan. The author also uses this study on Dayu 
in Japan as an entry point to illustrate the continuous influence of folk beliefs 
on Japanese identity. This new perspective is an expansion to the study of 
cultural interaction between Japan and China.
